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鳥の 巣か ら見つ か っ た昆虫類（1）

特 に衣類害虫お よび食品害虫 に つ い て

富岡　康浩 1）・中村 　茂子
’1

Insects　from 　Bird
▼
s　Nests　in　Japan（1），　with 　Special　Reference

　 to　the　Insect　Pests　of 　Clothing　and 　Stored　Foodstuffs

Yasuhiro　ToMloKA　and 　Shigeko　NAKAMuRA

は じ め に

　鳥の 巣を発生源 とする昆虫類 につ い て は，海外

で は 古 くか ら多 くの 研 究 が 知 ら れ て い る が

（Britton，1940 ；Thompson ，1966 ；そ の 他）， 国内

で は コ シ ア カ ツ バ メ お よび ス ズ メ の 巣にお ける調

査 （桐谷 ，
1959 ；Shinoda　et　al．，1992）な ど極少

数の報告が ある に過 ぎない 。筆者 ら は 関東地方 の

数カ所 にお い て民家や建造物 に営巣 した ハ ト，ス

ズ メ， ツ バ メ の 巣を採取 し， そ こ に 生 息する昆虫

相を調査 した の で 報告する 。

　本論 に先立 ち．種 の 同定お よ び生態な ど に つ い

て御教示戴 い た元農林規格検査所の 中元 直吉博士

（カ ッ オブ シ ム シ類），元農業環境技術研 究所の 服

部伊楚子先生 （ガ類）， 東京学芸 大学 の 堤千里博

士 （チ ャ タ テ ム シ類） に感謝 申 し上 げる 。

材料および方法

　現場か ら採取 した鳥の 巣を実験 室 に輸送 また は

持 ち帰 り，巣を小分けに して 白色 バ ッ ト （25cm ×

35cm） に解 しなが広 げ，目視に よ り昆虫類を検 出

した。次に網目 の異 な る 直径15cmの ス テ ン レ ス 製

ふ る い （3 種 ： 目開 き2．8， 1．7，0．5  ） を使用

して 4 段階の粒径区に分離 し，各区内の 昆虫類 を

目視お よ び実体顕微鏡に よっ て再度検出 した 。 確

認 した昆虫類は エ タノ ー
ル 70 ％液浸標本に し

， 同

定お よび保存 した 。 調査 に用 い た 鳥の 巣の 詳細 を

以下 に 記す 。

1． ハ トの巣 （茨城産）

　1993 年 7 月30日 ， 茨城 県金砂郷村 で採取 した ド

バ ト CoZ  顔 勘 毎 の 巣 。 食品製造施設 の 4 階 の

換気扇 ダ ク ト内に営巣 して い た巣 4 個 （A 〜D ）

を調査 した 。
い ずれ も主な巣材 は藁で

， 羽毛や古
い 糞 を多 く含んで い た 。 各巣の重量は All469 ，

B5749
，
　 C5469 ，　 Dl2649 で あ っ た 。

2． ハ トの 巣 （千葉産）

　 1993年 8月 3 日， 千葉県大栄町で採取 した ドバ

ト Columb α　liviα の 巣 。 鉄骨製造 工場の 高 さ 8m

の 電気ケ
ー

ブ ル 配管上や屋根下が りの 内部 に営巣

され て い た巣 4 個 （E − H ）を調査 した。巣材は

多 くの小枝 と藁等か らな り，巣 に よ っ て は周囲 に

堆積 した糞 も多く含め て 採取 した 。 各巣の 重量 は

E21619 ，　 F1489 ，　 G2759
，
　 H3959 で あっ た 。

3、　 ス ズ メ の 巣

　1993年 11月18日 ， 埼玉 県毛呂山町で 採取 した ス

ズ メ P α sser 　mentanus の 巣 。 民家 の 軒下 （高さ

2．8m ）に営巣 され た もの で ，利用 されな くなっ

て 半年以上経過 し た巣 1 個 を調査 した 。 鳥 の 糞は

少な く，主 に 乾燥 した藁 か らな り， 容量約 5e を

採取 し た 。

4．　 ツ バ メ の 巣

　1994年 1月21日，埼玉県浦和市で 採取 した ツ バ

メ Hiarica　rustic α の 巣 。
　 JR駅ホ ーム 内の コ ン ク

リ
ー ト柱，高 さ約 3m に営巣された巣 4 個 を調査

した
。

こ の 場所 で は毎年春に ッ バ メ が訪れ，既存

の 巣 を再利用 して い る こ とか ら，い ず れ も前年の

秋まで 使用 され て い た もの と思 われる。
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L 　ハ トの巣 （茨城産）
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オブ シ ム シ Attαgenus　unicoter の幼虫が見 つ か り，

特 に巣 D にお い て は 242頭 もの 生 存虫が 確認 さ れ

た 。 カ ツ オ ブ シ ム シ科 Dermestidaeで は 他に カ ド

マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ Dermestes 　haemorrheidalis，

ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ Anthrenus 　verb α sci
，

チ

ピケ カ ッ オブ シ ム シ Trinodes　rufescens が確認 さ

れ た 。チ ョ ウ 目 で は コ メ ノ シ マ メ イガ Aglossa

dimidiata，カ シ ノ シ マ メ イガ Pyralis　fariualis，イ

ガ Tinea　 translucemsの幼虫が見 つ か っ た 。
ハ エ 目

で は ヒ メ イ エ バ エ
・Fdnniα

　canicularis が 多か っ た 。

表 1　 ハ トの 巣 か ら見つ か っ た 昆虫類 （茨城産）

　　　Insects　from　the　pigeon
’
s　nests 　in　Ibraki　Prefecture，　Japan

目 （Order） 種類 〔Species） A B C D Total

チ ョ ウ 目　　コ メ ノ シマ メ イ ガ Aglossa　divnidiata

Lepidoptera　カ シ ノ シ マ メ イ ガ Pyra“s　farinalis
　　　　 　 イガ Tinea　transtucens

　　　　　　ヒ ロ ズ コ ガ 科 Tineidae　sp ，

コ ゥチ ュ ウ目　ゴ ミ ム シ科 Carabidae　sp ．

Coleoptera　 カ ドマ ル カ ッ オ ブ シ ム シ Demestes　haetnorrhoidalis

　　　　　 Dermestes属 sp ．

　　　　　　ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ Attαgenus ” nicolor 　　　　　　 lOL

　 　 　 　 　 　ヒ メ マ ル カ ッ オ ブ シ ム シ Anthrenus　 verbasci 　 　 　 　 2L

　　　　　 チ ビ ケ カ ッオブシ ム シ Trinedes　rnfescens

ハ エ 目

Dipters

ヒ メ イエ バ エ F αnnia 　cαnic ”laris

ク ロ バ エ 科 Calhphoridae　spp ．
ニ ク バ エ 科 Sarcophagidae　spp ．

そ の 他 （環 縫亜 目 Cyclorrhapha）

4LP3LP

IP

18L

8LP7LPlPlP

2L

2・L

16L

IL3LPlL

　 　 　 　 2L

lL 　 　　 IL

lLIC 　　　ILIC

　 　 　 　 2L

1A2A2L242L

IL

IA2A2L286L2L2L

36LP 　　　51LP

　 　 　 　 l1LP

　 　 　 　 　 lP

　 　 　 　 2P

’ A ：成虫，L ；幼虫，　 P ：蛹，　 C ：羽化後 の 幼虫ケ
ー

ス

表 2　ハ トの 巣 か ら見つ か っ た昆虫 類 （千葉産）

　　　 Insects　from仁he　pigeon
’
s　nests 　in　Chiba　Prefecture，　Japan

目　　（Order） 種類　　（Species） E F G H Total

チャ タテムシ目

Psocoptera

チ ョ ウ 目

Lepidoptera

コ ウチ ュ ウ目

Co且eoptera

ハ エ 目

Dipters

カ ッ ブ シ チ ャ タテ Lipascelis　entomoPhita

コ メ ノ シマ メ イ ガ
’
　Agtossa　dimidiata

カ シ ノ シ マ メ イガ Pyralis　forinalis
イ ガ Tinea　translucens

ヒ ロ ズ コ ガ科 Tineidae　sp ．

カ ドマ ル カ ツ オ ブ シ ム シ Demaestes　haemorrhoidalis

ヒ メ カ ッ オブ シ ム シ Attagenus　unicotor

チ ビ ケ カ ツ オ ブ シ ム シ 丁師加 虎 ∫ 瞬 ∬ 6 π s

ガ イマ イ ゴ ミム シ ダマ シ AIPhitobi” s 伽 ♪θ廟 粥

ヒ メ イ エ バ エ Fannia　 caniculan
’
s

ク ロ バ エ 科 Calliphoridae　spp ．
ニ クバ エ 科 Sarcophagidae　spp ，

そ の 他 （環縫 亜 目 Cyclorrhapha）

＞100A ’

11L5L5C

277L

1A

38LP3LP5P

2L

4C

LL14

1P4LP3LPlP

2L

6L13L1A 47C

1L

6LP

＞100A

15L

　 5L6L56Cl3LlA279L4LlA1P48LP6LP6P

’ A ；成虫，L ：幼虫，　 P ：蛹，　 C ：羽 化後の 幼虫ケー
ス
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表 3　ス ズ メ の 巣か ら見つ か っ た 昆虫 類

　　 Insects　from　the　sparrow
’
s　nest

目 （OrCler） 種類 （Species） 個体数

コ ウ チ ュ ウ 目

Coleoptera

ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ Attagen ＃ s　unicolor

チ ビ ケ カ ッ オ ブシ ム シ Trinodes　ragesceltS

17L ＊

10L

窄 L ：幼虫

表 4　 ツ バ メ の 巣か ら見つ か っ た昆虫類

　 　 Insects　frOm　the　SWallOw
’
S　nest

目 （Order） 種類 （Species） A 〜D Total

チ ョ ウ 目

Lepidoptera

イガ Tinea　trαnslucens 各 60〜100LC承

＞ 300LC

  C ：幼虫お よ び羽 化後の 幼虫 ケース

　巣 D か ら検 出された カ ッ オ ブ シ ム シ幼虫 240頭
の 体重 の 頻度分布 を Fig．1に 示 した 。 幼虫 1 頭 当

た りの 体重 は ユ．5− 23．5mgで
， 大 きな個体差が見

られ たが， 6 − 9mg の個体が全体の 40％以上 を占

め た 。 体重 の 平均値 と標準偏差 は 9．ユ± 3．7mg／個
体で あ っ た 。

2． ハ トの巣 （千葉産）

　巣 E は局所的に か な り湿 っ た部分が あ り，
一

部

に カ ビの 発生 も認 め られ た。そ の ため多数 の カ ッ

プ シ チ ャ タ テ LiPoscelis　entomePhilUS の 発生 が見

られ た （表 2 ）。 また ク ロ バ エ 科 Calliphoridae

（主にキン バ エ 類）の 蛹が多 く，ガ イ マ イ ゴ ミ ム

シ ダ マ シ AIPhitobius　diaPerinus成虫 も確 認 で き

た。全体と して は前記 の 茨城産 の 巣 と 昆虫相が似

て お り，多数の ヒ メ カ ッ オブ シ ム シ と共にカ ドマ

ル カ ッ オブ シ ム シ，チ ビケ カ ッ オブ シ ム シ が確認

され た 。 チ ョ ウ目で は コ メ ノ シ マ メ イ ガ
，

カ シ ノ

シ マ メ イ ガ，イガ の ほか，巣 G で は ヒ ロ ズ コ ガ科

の 1種が 多数見 つ か っ た 。 こ の 種は，鶏舎の 鶏糞

から多数発生する ウス イ ロ イガ Niditinea　baryspi−

las （服部伊楚子 氏 同定） に酷似す る もの で あ っ

た 。

3． ス ズ メ の巣

　 ヒ メ カ ッ オブ シ ム シ
， チ ビ ケ カ ッ オ ブ シ ム シ の

2種 の み確認 された 。
い ずれ も密度は比較的高か

っ た （表 3）。

4． ツ バ メ の巣

　調査 したすべ て の 巣か らイガ の 幼虫 また は羽化

後の 幼虫 ケ
ー

ス が 60 〜100頭相当 ， 巣 4 個で 合計

300頭以上見 つ か っ た （表 4 ）。

考　　 察

　 チ ョ ウ 目 の コ メ ノ シ マ メ イ ガ，カ シ ノ シマ メ イ

ガ ，イガは茨城 ， 千葉 い ずれ の ハ トの 巣か らも見

つ か り，比較的普遍的に ハ トの 巣 か ら発生 する も

の と思われ る 。 カ シ ノ シ マ メ イ ガは国内 ， 海外 と

．も
ス ズ メ の 巣か らも確認 され て い る （桐谷，1998

；ThQmpson ，1966 ；その 他）。 イガ は ハ トの 巣か

らも見 つ か っ たが，特に ッ，バ メ の巣 に 多 く見 い 出

さ れ た 。 か つ て 桐谷 （1959）も コ シ ア カ ツ バ メ

Hirand ・　dauricα の 巣か ら多数の 幼虫 を確認 した こ

とを報告 して い る 。 ッ バ メ の 巣は補修 さ れ て毎年

繰 り返 し使用 され て い る た め ，今回幼虫と共に見

つ か っ た多数の幼虫ケ
ー

ス に は前年以前の もの も

含 まれ て い る 可能性が ある 。 ッ バ メ の こ の ような

営巣習性は イ ガ に毎年安定 した発生 源を提供する

もの と思 われ る 。

　今回の 鳥の 巣の 昆 虫相調査で は コ ウチ ュ ウ 目の

ヒ メ カ ッ オ ブ シ ム シ が最も個体数が多か っ た 。 7
月30日に 1 つ の 巣か ら採集 した本種幼虫の 体重は

9．1± 3．7mg （平均 ±標準偏差 ；n ＝ 240）であ っ

た。桑名 ・中村 （1960）に よ る と
，

カ ッ オブ シ と

ビー
ル 酵母粉 に よ り飼育 した際の 各発 育ス テ ージ
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図 1　 ハ トの 巣 か ら採集された ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ 幼虫の 体重 頻度分布

　　
’

平 均 値と標準偏差　 n ：調査 した幼虫数

　　 Frequency　distribution　Df　body　 wejght 　of　black　carpet 　beetle　larva

　 　 from　the　pigeon
卩
s　nest ．

　 　
’Values　of　means 　with 　S、D．　 n ：The　number 　of　larvae　observed ．

の 幼虫の 体重 は 7 齢5．4mg， 8齢 8．7mg， 9齢 （終

齢）14．9mgで あ っ た。したが っ て ハ トの 巣内で 幼

虫は順調に発育 してお り，大半が 羽化で きる もの

と思 われ る 。
ハ トの 巣は餌資源 と して質的量的 に

も十 分で あ り，重 要な 発生 源 に な る と考 えられ

る 。

　 カ ドマ ル カ ッ オブ シ ム シ は 普通種の ハ ラジ ロ カ

ツ オブ シ ム シ Dermestes 　maculatus や トビ カ ッ オ

ブ シ ム シ D ．ater と同属 の 種類で あ るが ，国内で

の 採 集記録 は 多 くない （中元 直吉博 士 よ り私

信〉。 それ に もかか わ らず茨城お よ び千葉で ハ ト

の 巣か ら見 つ か っ た 3頭の Dermestes属成虫が い

ずれ もカ ドマ ル カ ッ オブ シ ム シ で あ っ た こ とは興

昧深い
。 今回確認 され た カ ッ オブ シ ム シ科 4 種以

外に ，富岡は 1987年 6 月 1 日に青森県八 戸市で ス

ズ メ の 巣か ら ア カ オ ビ カ ッ オ ブ シ ム シ D ．vorax を

採集 し て い る （未発表）。 また ス ジ カ ッ オブ シ ム

シ D ．　freudi（中根 ら，
1963），シ モ ブ リ マ ル カ ッ

オブ シム シ Anthrenus 　museorttm ，シ ロ オ ビマ ル カ

ッ オブ シ ム シ A ．pinpinetlαe （桐谷 ， 1959）な どが

鳥の 巣か ら得 られ て お り， 調 査が進 めば さ らに 多

くの カ ツ オ ブ シ ム シ類が 見 つ か る もの と思わ れ

る Q

　また ガイマ イゴ ミム シダ マ シが 食品や飼料 とは

無縁の 環境で ハ トの巣か ら見つ か っ た。 本種 は鳥

（鶏）の 糞だ けで もど うに か生育で きるが ハ エ の

卵や ウ ジが あれば好食する （富岡 ら，1997）。 海

外 で は サ イ チ ョ ウ （Brittori，1940 ：Wilson ＆

Miner ，1969）， ト ビ， シ ュ モ ク ド リ （Buck ，

1956），ス ズメ ，イ ワ ッ バ メ （Thompson ，1966）

な ど の 鳥 の 巣や コ ウ モ リ の 巣 （Vaughan 　etal ．，

1984 ；ほ か）か ら見つ か っ て お り，本来の 野生の

生息場所 と考 え られ る 。 本種 はかな り以前 に海外

か ら輸入穀類 と 共 に 持 ち込 まれ た 帰化昆虫 で あ る

が （桐 谷 ： 1959），人為的環境 だ けで な く既 に 国

内で も鳥の 巣 を発生 源 として 利用 して い る もの と
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思わ れる 。

　
ハ エ 目で は湿 っ た ハ トの 巣で ク ロ バ エ 科が，乾

燥し た 巣で ヒ メ イエ バ エ が 多数見つ か っ た 。 都心

部の ハ エ 類の 重要な発生 源と思 われ る が，さら に

調査が 必要で ある 。

　チ ャ タテ ム シ 目は カ ッ ブ シ チ ャ タテ の 発生 が見

られ たが，か つ て 別 の 巣 で ヒ ラ タ チ ャ タ テ “pos・

celis 　bostrychoPhilusも確認 された こ とがあ る 。

　鳥 の 巣の 昆虫相を知 る こ とは野生種 の屋内環境　　　　　　　 　
へ の 進出の 道筋 を探る上 で 興 味深 い

。 特 に家屋 や

建築物 に営巣する 身近 な鳥の 巣 は各種の 家屋害虫

の 発生場所や潜伏場所 とな り得る
。 衣類害虫や食

品害虫 の 防除 にお い て 基本 とな る 「発生源の 除
去 」 や 「

侵入経路の 遮断」 など の対策を検討する

上 で も鳥の 巣に生息す る昆虫類 の 種類や生態 を知

る こ とは重要で ある 。 国内にお ける鳥 の 巣の昆虫

相は まだ十分に 分か っ て お らず ， 詳細 な実態調査

が今後期待 される。
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